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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、核膜内局在し、核膜孔複合体の中核構成要素を形成する膜貫通タンパク質をコードし、核内輸送を媒介する。コードされているタンパク質は、この複合体を核膜に固定すると考えられる。この遺伝子には、5番染色体、7番染色体、15番染色体、および22番染色体に複数の関連遺伝子および擬似遺伝子が存在する。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されている。[RefSeq提供、2013年7月],ドメイン：F-X-F-G反復配列を含む。,機能：核膜孔複合体（NPC）の必須構成要素。この反復配列を含むドメインは、核膜孔複合体の構成要素を核膜に固定する役割を担っていると考えられる。細胞内で過剰発現すると、細胞質環状ラメラ（AL）の形成を誘導する。,類似性：POM121ファミリーに属する。,細胞内局在：間期を通してNPCと、中期には小胞体と安定して関連する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	POM121抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	POM121 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

